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― ごあいさつ ― 

 
 

このたび、香川県内の医療系学部を有する私･

国･公の３大学、徳島文理大学、香川大学、香川県

立保健医療大学の連携により、香川県の医療に関

する知の拠点を形成し、地域に密着したチーム医

療を実践できる高度な医療人を養成する「香川総

合医療教育研究コンソーシアム」を構築いたしま

した。 

具体的には、 

① 学部共同授業によって総合医療の早期教育

を行います。 

② 大学院共同授業によって総合医療専門職を

養成します。 

③ 従来の共同研究に加え新規学際領域研究を

推進するとともに共同大学院の設置を目指

します。 

④ 医師会や薬剤師会、看護協会、臨床検査技

師会、臨床工学技士会や自治体と協力して、

現役の医療人に対してリカレント教育を行

います。 

⑤ 三大学間の人的交流を発展させ、地元高校

生へ協同した広報活動を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 医療機関と調剤薬局など離れた場所での医療

情報共有システムを構築して、異職種間での医

療情報の共有化をめざします。 

これらの取り組みは、医療環境の強化や香川県

民の健康意識の向上へとつながり、地域に貢献

できるものと考えております。 
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遠隔講義への期待と課題について 

香川県立保健医療大学 臨床検査学科教授 新見道夫 

 

香川県立保健医療大学では平成２１年度４月に

大学院が開設されます。本学教職員一同、その準

備に追われておりますが、また、同時に学部教育

の充実も計っていかなければなりません。今回の

事業で遠隔講義システムが導入される予定になっ

ており、昨年 12月 25日に本学と香川大学医学部、

徳島文理大学との間で遠隔講義システム動作検証

が行われ、3 大学の教職員のお互いの働いている

人物画像や声を確認しあうことができ、大変うれ

しく思いました。せっかく導入される遠隔講義で

すので、有意義な多くの科目でできればよいので

すが、医療系の学生たちの授業カリキュラムには

時間的ゆとりがなく、日程調整など難しい問題が

あります。今後、「チーム医療」など３大学の特長

ある遠隔講義が行われるよう皆様と智恵をしぼっ

ていきたいと思います。また、今後、遠隔講義シ

ステムを看護師や臨床検査技師の再教育、地域住

民の健康教育などにおおいに利用していけばよい

と考えています。さらに、学部教育では遠隔講義

だけでなく、施設見学や臨床カンファレンスへの

参加などを授業に積極的に取り入れていただくこ

とを希望します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 遠隔講義が行われる予定の講義室 
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ニュースレター編集委員会 

http://kp.bunri-u.ac.jp/renkei/index.html 

ご案内 
現職・離退職薬剤師を対象とした 
「副作用診断教育プログラム」 

http://kp.bunri-u.ac.jp/manabinaoshi/index.html 

自宅受講型遠隔講義(e-Learning)のため、自宅などで好

きな時間に学習できます。 

 平成 21 年度春期講座  

  第 1 回 副作用の分類と発生機序 

  第２回～4 回 重篤な副作用疾患の解説 

   ・スティーブンスジョンソン症候群 

   ・横紋筋融解症 

   ・間質性肺炎 

  第５回 臨床医が語る副作用症例 

   ・中毒性表皮壊死症など 

 受講者募集 

  平成２１年３月２日～４月３日 

 開講日 

  平成２１年４月２７日～７月末日 

 受講料 

1,000 円  (平成 21 年度春期開講分３か月) 

 単位認定 

  日本薬剤師研修センター単位(申請中) 

 

徳島文理大学 
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